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研　修　会
■「役員さんの所得税確定申告実務研修会」
　日　時　平成24年１月20日（金）午後2時
　会　場　岡崎商工会議所　中ホール（２階）

■「決算期別研修会」
　日　時　平成24年３月中旬
　会　場　岡崎商工会議所

会 議 予 定
■「小学生の作文表彰」
　日　時　平成24年２月26日（日）
　会　場　岡崎商工会議所　大ホール

■「正副支部長会議」
　日　時　平成24年2月1日（水）
　会　場　岡崎ニューグランドホテル

■「理　事　会」
　日　時　平成24年2月15日（水）
　会　場　岡崎商工会議所

■「正副会長・常任理事会」
　日　時　平成24年4月16日（月）
　会　場　岡崎商工会議所

■「理　事　会」
　日　時　平成24年4月18日（水）
　会　場　岡崎商工会議所

■「青年部会通常総会」
　日　時　平成24年5月14日（月）
　会　場　岡崎ニューグランドホテル

■「女性部会通常総会」
　日　時　平成24年5月22日（火）
　会　場　岡崎ニューグランドホテル

■「通　常　総　会」
　日　時　平成24年5月24日（木）
　会　場　岡崎商工会議所　大ホール

表　紙「東公園」
写真提供：岡崎市役所		観光課提供
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平成24年の新春を迎え、謹んで新年のごあい
さつを申し上げます。

日頃は法人会活動に対し役員・会員の皆様の
深いご理解とご協力を頂きまして誠にありがと
うございます。

また、税務ご当局並びに関係団体の方々には、
本会の運営につきまして何かとご指導賜りまし
て誠にありがとうございます。

当法人会は新公益法人制度のもと一旦は一般
社団法人に移行いたしますが、環境が整えば公
益社団法人への移行を目指して参ります。昨年
も本会事業は、引き続き社会貢献活動を重視し
た活動を実施していただいており順調に推移し
ております。中でも昨年３月の東海法人会連合
会大会で発表いたしました租税教育活動は、他
の単位会から問い合わせがくるほどの高い評価
をいただきました。これは青年部会・女性部会
を中心とした皆様の地道な活動の賜物であり敬
意を表します。さらに10月には、青年部会20周
年式典が盛況に執り行われましたが、若き部会
の皆様には今後の法人会を担っていっていただ
けるものと確信したところでございます。

さて、昨年を振り返ってみますと、わが国経
済は３月11日に発生した東日本大震災の影響に
より、広範囲に亘り生産活動が大きく落込みま
した。その後年央にかけて、寸断されたサプラ

イチェ−ンの着実な復興に伴う自動車生産など
の回復を背景に、生産や輸出の緩やかな増加が
続くなど、景気の持ち直しが明確となりました。
しかしながら、欧州の債務問題が深刻化する中、
世界的な金融市場の混乱が海外景気の減速と、
円高を通じて、日本経済の下振れリスクを高め
ることとなりました。加えて、タイの洪水被害
の影響などの懸念材料から、先行きの不透明感
が強くなっていきました。特に欧州危機の今後
の展開は日本経済の景気回復を妨げる最大の不
確定要因となっています。当地域においては、
中小企業は依然として厳しい経営環境に置かれ
ているうえ、わが国主要企業が急速に海外生産
シフトを進めるといった大きな構造変化が続い
ています。

今後も厳しい経済状況が続くものと思われま
すが、当地は非常に産業蓄積が厚く、「元気な
愛知、ものづくり愛知」をリードしてきた地で
もあり、これまでの蓄積を活かしつつ、さらな
る技実革新を行なうなど将来を見据えた布石を
打ち、この荒波を乗り越えていかれることを期
待するところであります。

末筆ではございますが、本年が皆様方にとり
まして幸多き素晴らしい年となりますことを祈
念致しまして、新春のご挨拶とさせていただき
ます。

新春のごあいさつ

社団法人　岡崎法人会

会　長　大　林　市　郎
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年頭のごあいさつ

名古屋国税局　課税第二部長

　永　田　寛　幸
平成24年の年頭に当たり、謹んで新年のごあい

さつを申し上げます。
社団法人岡崎法人会会員の皆様には、日ごろ

から税務行政につきまして格別のご理解とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。

新しい年を迎えられ、貴法人会が引き続き魅力あ
る事業活動を展開され、会員企業と地域社会の発展
に一層の貢献をされますことを期待いたしております。

はじめに、東日本大震災により被災された会員の
皆様方に対しまして、心からお見舞いを申し上げます。

昨年３月11日に発生した東日本大震災は、東北地
方を中心に未曾有の被害をもたらし、引き続き発生
した原子力発電所の事故や、電力不足の危惧など
が国民生活や経済活動に大きな影響を与えました。

国税庁におきましては、震災特例法の施行に基づ
き迅速かつ適切な執行に努めているところであり、名
古屋国税局におきましても、被災地から避難された方々
に対しまして管内の48の税務署でいつでも税務相談
等が行えるよう体制を整えているところであります。

被災地が、この震災から１日も早く復興すること
を心から願っております。

一方、スポーツの世界では、なでしこジャパン
が大活躍するなど、沈みがちだった私たちに大き
な勇気を与えてくれた明るい出来事もありました。

このような中で迎える新しい年が、会員企業の
皆様にとって希望の多い充実した年となりますこと
を祈念いたしております。

ところで、我が国の経済情勢は、サプライチェー
ンの立て直しや各種の政策効果などを背景に、景気
の持ち直しの動きが見られるものの、電力供給の制
約や原子力災害の影響に加え、回復力の弱まってい
る海外景気の下振れや為替レート・株価の変動もあ
り、景気の先行きは、依然、不透明な状況にあります。

翻って、私どもの使命はどのような状況にあっ
ても、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正

かつ円滑に実現する」ことであり、この使命を果
たすためには、国民の皆様から理解と信頼を得る
ことが重要であると考えております。

このため、税務行政を運営するにあたり、①納
税者の皆様が申告・納税を「簡単・便利・スムーズ」
に行うことができるように、サービスの充実を図るこ
と、②納税者の権利利益の保護を図りつつ、適正
な調査・徴収を行うこと、③税務当局の様 な々取組
を分かりやすくお知らせするとともに、各種施策の実
施結果の評価・検証を踏まえ、税務行政を改善す
ることなどを基本的な考え方として取り組んでいます。

特に、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」
については、納税者の皆様にとって申告・納税の
利便性の向上というサービスを高め、また、業務コ
ストの効率化に資するものであることから、e-Tax
の普及定着は私どもにとっては、最重要課題の一
つであり、積極的に取り組んでいるところです。

貴法人会の会員の皆様におかれましては、e-Tax
の利用拡大に向けて、自身の利用のみならず、積
極的な活動をしていただいており厚くお礼を申し上
げます。また、そうしたご協力の結果、e-Taxの利
用率の大幅な向上が図られておりますことに感謝申
し上げますとともに、今後とも皆様の一層のご支援・
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

また、新たな公益法人制度が施行されて以降、貴
法人会におかれましては、新制度への対応に向けて
様 な々検討及び具体的な手続きを進めておられること
と思います。私どもといたしましても、このためにできる
限りの支援をするとともに、今後とも法人会の活動が充
実したものとなるよう、皆様との連携・協調を図っていき
たいと考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。

最後になりますが、社団法人岡崎法人会の更な
るご発展と、会員の皆様のご健勝並びに事業のま
すますのご繁栄を祈念いたしまして、年頭のごあ
いさつといたします。
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新年のごあいさつ

岡崎税務署長

会　長　川　上　武　士

平成24年の新春を迎え、社団法人岡崎法人会
の会員の皆様に謹んで新年のごあいさつを申し
上げます。

会員の皆様には、日ごろから税務行政に対し
まして、深いご理解と格別のご協力を賜り心か
らお礼申し上げます。

岡崎法人会におかれましては、租税教育活動
につきまして、青年部会が中心となり、租税教
室開催の働き掛けを積極的に行ってこられ、平
成22年度には、全ての小学校で租税教室を開催
するに至りました。

また、青年部会のみならず女性部会におかれ
ましても、租税教室への講師派遣に積極的に取
り組まれるとともに、租税教室に合わせて「税に
関する小学生の作文」を募集し、表彰されるなど、
全国に先駆けた会活動を展開しておられます。

このように、会員の皆様が、親会、青年部会、
女性部会及び14の各支部において、それぞれ地
域社会に密着した活動を展開していただいてお
り、大変、心強く感じております。

ところで、国税電子申告・納税システム
（e-Tax）につきましては、納税者の皆様の利
便性の向上に資するとともに、国税当局の事務
の効率化にもつながるものであることから、国
税庁の最重要課題の一つとして、その普及・定
着に組織をあげて取り組んでいるところです。

貴法人会におかれましては、平成22年３月末
に、本会役員企業77社の「e-Tax」の利用割合
100％を、名古屋国税局管内でもいち早く達成

されました。
さらに、e-Tax推進委員会では、平成23年

度の推進目標として、①支部役員企業100％の
「e-Tax」の利用、②「e-Tax」の利用内容の拡
充（ダイレクト納付などの利用項目の増加）を
掲げられています。

貴法人会は、e-Tax推進委員会メンバーと各
支部長の皆様が、支部役員企業に戸別訪問し、
e-Taxの利用勧奨をされたり、電子申告実技講
習会の開催や岡崎信用金庫との共催による同職
員へのダイレクト納付説明会を開催されるな
ど、積極的にe-Taxの普及活動に取り組まれて
います。

改めまして、深く感謝申し上げます。
さて、間もなく所得税等の確定申告の時期を

迎えますが、国税庁ホームページの確定申告書
作成コーナーから、e-Taxをご利用していただ
きますと、①計算誤りのない申告書の作成が可
能、②確定申告期間中は24時間利用が可能、③
税務署や金融機関の窓口に赴くことなく、自宅
や事務所に居ながらにして納税が可能になるな
ど、e-Taxならではのメリットがありますので、
確定申告の際には、是非、e-Taxのご利用をお
願いいたします。

結びに当たりまして、新しい年が社団法人岡
崎法人会並びに会員の皆様のますますのご発展
と事業のご繁栄の年となりますよう心からお祈
り申し上げまして、新年のごあいさつといたし
ます。
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■ 受　賞

□ 納税表彰式	 社団法人　岡崎法人会

◆名古屋国税局長表彰受彰者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略、五十音順）

　小　原　　　睦　　岡崎市明大寺町字法丈坂27番地１
◆岡崎税務署長表彰受彰者

大　林　市　郎　　岡崎市上地４丁目７番地14
鈴　木　喜久夫　　幸田町大字野場字上片田42番地１
鶴　田　美　子　　岡崎市中田町３番地９
早　川　勝　博　　岡崎市真伝町字清水谷１番地22
峰　澤　彰　宏　　岡崎市竜美北２丁目８番地４

◆岡崎税務署管内税務協議会長表彰受彰者
今　泉　章　江　　岡崎市羽根北町２丁目８番地８
岡　田　教　志　　岡崎市板屋町55番地
加　藤　静　代　　幸田町大字芦屋字幸田２番地
中　根　正　和　　岡崎市欠町字三田田北通23番地15
丹　羽　美穂子　　岡崎市竜美東３丁目３番地８
花　市　佳　明　　名古屋市名東区高間町391番地の１
山　崎　達　也　　岡崎市六供町字４丁目15番地
吉　川　正　敏　　岡崎市日名南町２番地16

支部役員全体会議開催
去る10月11日（火）岡崎ニューグランドホテ

ルにおいて、岡崎法人会支部役員全体会議が、
今枝岡崎税務署副署長、河合法人課税第一部門
統括官と、大同生命保険㈱、ＡＩＵ保険会社、
アフラックの幹部の皆様をご来賓にお迎えして
開催されました。

大林岡崎法人会会長のあいさつに続いて、今
枝岡崎税務署副署長からあいさつをいただきま
した。

そのあと大林会長が議長となり議題に入り、

志賀組織委員長から「会員増強について」の説
明と「各支部活動報告及び活動計画について」
発表がありました。引き続いて、事務局からは
｢新公益法人制度について｣｢当面の行事予定に
ついて｣の説明、そしてｅ−Ｔａｘ推進委員会と
岡崎税務署より、「ｅ−Ｔａｘ推進について」の
説明がありました。

終了後、岡崎税務署、川上署長様より、｢泥
棒と税金｣を主題として、ご講話をいただきま
した。
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秋の講演会
去る、10月26日（水）秋の講演会が岡崎商工

会議所大ホールにて開催されました。
講師に元通産官僚で慶応大大学院の岸博幸教

授をお招きして『混迷する政治と経済を斬る』
と題しての講演を約200人の聴衆が聞き入りま
した。

会員親睦ボウリング大会 第15回

11月11日（金）午後６時45分から、
洞町のサンボウルにおいて、30チーム
120名の皆さんの参加を得て、会員親
睦ボウリング大会が開催されました。
会員事業所の皆さんの、親睦と福利厚
生を目的とし、多くの方々のご参加、
ご協力をいただきました。

団体戦、個人戦、優勝されたプロ級
の腕前の方はもちろんですが、飛賞で
の、笑い声とため息の表彰式も、プレー
と同様楽しいひと時でした。

優　勝　㈲ライトサポート
２　位　㈲テシマ酒店
３　位　岡崎合繊㈱

団体戦

優　勝　水野　隆治
２　位　稲葉　史郎
３　位　石原　時男

個人戦　男子 優　勝　近藤　明美
２　位　松尾夕起子
３　位　亀尾千登勢

個人戦　女子
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■ 税務署コーナー
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税務署コーナー ■
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■ 税務署コーナー
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税務署コーナー ■
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■ 支部コーナー

◆ 岩津・葵・矢作支部合同税務研修会 ◆ ９月13日

◆ 六ツ美支部経済講演会 ◆ 10月５日

岡崎法人会岩津支部、葵支部、矢作支部合同
の税務研修会が「なごみん」3階ホールで開催
されました。講師はシャープで辛口の語り口が
好評の税理士三浦勝美先生で、前評判どおり笑
いあり、苦笑あり、わかりやすくユーモアを交
えた講演でした。

基礎控除の4割カット、相続税率の引き上げ
が実施されます。相続時精算課税贈与制度、事
業継承税制、生命保険を活用し、まさに賢く財
産を残したいと思いました。

現状、日本経済は長期停滞しております。先
生が言われる通り日本の税収は約40兆円、毎年
約50兆円の国債発行、公的債務は確実に増えて
いる状況にあります。また増え続ける社会保障
費だけで約30兆円と財政状況も厳しい。将来に

負の遺産を残さないためにも正しく税金を納め
ることも大切であると痛感しました。

最後にこの研修会にあたり、会場の設営、記
念品の準備等ご尽力いただいた岡崎法人会各支
部役員の皆様に感謝します。

岩津支部副支部長　成田憲治

今年も岡崎法人会六ツ美支部の講演会が、六
ツ美商工会、六ツ美政治経済研究会と共催で開
催されました。

今回は戦後の台湾と日本で激動の人生を過ご
された美齢さんが、静かにそして情熱を持って
私たちに話しかけてくれました。

日本人以上に日本人であり、日本を愛する彼
女が、私たちに家族について、国家について、
愛について、躾について語りかけてくれました。

これまでの講演会とは一味違う感慨を覚えた
のは私だけではなかったようです。私も講演会
の後、金美齢さんのブログで、彼女の生い立ち
や著書、各地での講演会の中身などを知りまし
た。彼女の日本人への帰化が2009年であったこ
とも知り、彼女にも多くの苦悩や挫折や決断が
あったのかと親近感を覚えました。

これからの人生を有意義に生きよう。周囲と
のつながりを大切に・・・　

私にとってとても心に残る講演会でした。
六ツ美支部支部長　　小泉素子

税制改正とこれからの相続税・・・賢く残そう相続財産・・・
講師　税理士　三浦　勝美 氏

『日本再生への提言』 講師　評論家　金    美  齢 氏
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支部コーナー ■

◆ 福岡・美川・東部支部合同経済講演会 ◆ 10月13日

平成23年10月13日（木）に、HY人財育成研
究所・HY産業経済研究所所長　肌附安明先生
を講師に招いて、福岡・美川・東部支部合同講
演会を実施いたしました。講演の主旨は、「今
日の日本は東日本大震災や原子力発電所の破損
による放射能汚染等による未曾有の国難に直面
している。その中で今、企業や社員に求められ
るものは、夢と希望を持ち挑戦する燃えた人作
り・職場作りであり、そのためにどのようにし
て活力のある職場にしていくのか」というもの
であります。肌附先生が、長年のトヨタ自動車
勤務（生産技術部のエンジニア）経験から裏打
ちされた豊富な実例紹介を交えて、62名の聴講
者に熱く語っていただきました。当初の講演時
間を30分オーバーした２時間に及ぶ講演にもか

かわらず、居眠りや中座者は１人もおらず皆熱
心に聴講していました。さらに、講演後数社の
法人会員の方が「わが社でも講演をお願いしま
す」と名刺交換をする姿が見受けられました。
大変に有意義な講演で、今後の企業活動におい
て参考になる点が多数ありました。来年もまた
肌附先生の講演が聴講できればと思いました。

福岡支部副支部長　　浅見眞一

勝ち進むために人と組織の活力を高める職場作り
～ 夢を持って挑戦する人財作り ～ 講 師　肌附　安明 氏

◆ 美川支部教育講演会 ◆ 11月29日

11月29日美川中学校の体育館において、社会
貢献事業として岡崎法人会美川支部が毎年協賛し
ている「岡崎市立美川中学校教育講演会」を参
観しました。

最初に美川支部長の鈴置氏より、例年は「教育
講演会」ということで硬い内容が多い中、今回は
少し砕けた内容の落語二席を、講師に落語家の
金原亭馬治氏を招いて行われると挨拶がありまし
た。続いて校長先生より講師の紹介と落語を聞く
上での注意事項について説明がありました。

楽しみにしていた馬治さんの落語が始まりまし
た。さすがプロですね、始まったと同時に会場が
笑いに包まれました。特に生徒の反応のよさに驚
かされました。馬治さんの落語は始終笑いが絶え
ませんでした。この間、生徒の目は輝き、興味が
あることに集中していることがよくわかりました。

ニ席が終わり、馬治さんから、落語家になった動
機についてお話がありました。耳の不自由な友人が
いて、その友人の表情を見ていたらいろんなことを
感じ取ることが出来るのが興味深くて落語の世界に

入ったと聞きました。落語の究極は言葉が無くても
表情や動作ですべてを表現できることだそうです。

　最後に生徒会長の伊藤君から期末テストが今
日終わり、笑いでストレスが発散でき楽しい時間
が過せましたと御礼の言葉がありました。

　馬治さんが会場の外に出たとき、大変驚いた
表情で、「この学校の生徒さんは非常に賢くて素
晴らしい。」と言われました。表情や行動からい
ろんなことを読み取る咄家のプロから、これから
のこの地域の将来を担う子供たちが、お世辞ぬき
でお褒め頂いたことを大変嬉しく思いました。

美川支部役員　天野文雄

「岡崎市立美川中学校教育講演会」 講師  落語家  金原亭馬治 氏
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■ 支部コーナー

◆ 矢作支部実習研修会 ◆ 10月19日・21日

◆ 竜海支部健康研修会 ◆ ９月29日

10月19日、岡崎法人会矢作支部主催の「心肺
蘇生法・AED実習 研修会」に参加しました。

岡崎市西消防署本署職員殿指導により2つの
グループに分かれマンツーマンで実習を受けま
した。AEDは機械を開くと自動音声が流れる
為その通りにおこなえば良いのですがいざとい
う時冷静に判断ができるよう機会があれば実習
を繰り返しおこなうことが大切だと思います。
私自身も今回の実習は初めてではないですが緊
張し上手に操作することができませんでした。

丹羽鉄工所でも社員はもちろん、会社で働く
全員がAEDの実習を受けています。その際に
よく耳にすることは「実習自体の内容は難しく
ないが時間が経つと忘れてしまいそう」「実際
に遭遇した時は慌ててしまいきちんとできるか
心配である」「講習を見たり聞いたりするのと
実習するとでは大違い」等です。今回の研修会
で同じグループになった方も同じ事を言ってみ

えました。できれば年に一度は再度実習を受け
る必要があると思います。また研修会では重要
なポイントを沢山教えて頂きました。その一つ
に救命の際、「先ずは大きな声で一人でも多く
の人を呼び手分けして人命救助にあたる」とい
う事です。

一人でも多くの尊い命を救うためには多くの
方にAED実習を受けて頂く事が本当に大切だ
と思います。皆さんも是非、機会があれば参加
される事を強くお勧めします。

株式会社丹羽鉄工所　木村恵子

９月29日（木）岡崎市医師会公衆衛生センター
において「ヘルシー中高年教室」を開催しまし
た。今年は「健やか脳を保つには」…脳卒中予
防を中心に…をテーマにして、毎回好評の「ヘ
ルシー弁当」は、公衆衛生センター管理栄養士
の布目久美子先生に献立を考えて戴き、株式会
社岡崎中央魚市場さんに作っていただきまし
た。布目先生からお弁当の説明と「減塩のコツ」
のお話を聴きながら食事をいただきました。私
たちの普段の食事には随分塩分が含まれている
ことがよくわかりました。ヘルシー講座は、岡
崎市洞町の髙木外科内科医院院長、髙木輝秀先
生のお話を聞きました。アルファベット体操か
ら始まり、先生のソフトな語り口に終始和やか

な雰囲気ながら、参加された皆さんは熱心にお
話を聞いていらっしゃいました。９回目を迎え
た「ヘルシー中高年教室」は、会員事業所の皆
さんはもとより、地域の皆さん、一般市民の皆
さんに多数ご参加をいただき、ますます充実し
た事業になって参りました。皆さん、来年もま
た是非ご参加ください。

竜海支部副支部長　鬼武孝江

心肺蘇生法・AED実習研修会

ヘルシー中高年教室　第9弾
「健やか脳を保つには」…脳卒中予防を中心に…

講師　医　師  髙木　輝秀 氏
　　管理栄養士  布目久美子 氏
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台風15号の影響で１ヶ月遅れの10月21日に美
川、東部支部合同の「身近な犯罪から身を守る」
研修会が大平市民センターにて100名の参加者で
開催しました。

今年度は愛知県警察本部よりお招きした、防犯
活動専門チーム「のぞみ」の警察官の皆さんによ
る寸劇を通して年々巧妙化、かつ多額の被害が出
ている振込詐欺について学びました。

私だけは振込詐欺には騙されないと、誰しも
が思っているこの頃、詐欺や車両荒らしや、凶悪
事件が頻繁に発生している。自分の家族の生命
と財産を守るのは自分である意識も持つことが必
要。金融機関でも０の日,５の日には職員が振り込
み詐欺に注意のたすきをかけて危機感を訴えてい
る、でも私だけは、私だけは大丈夫の思いが強い。
のぞみの寸劇からは振込詐欺のいろいろの事例
で、だまされる、だまされない注意点に参加者も
うなずき、また、手口に関心を示していた。

また、警視河口秀
岡崎警察署、生活安
全課長からは岡崎市
内の犯罪が多発して
いる、状況のお話から、

愛知県内での岡崎警察署管内犯罪発生状況から
は侵入盗、自転車盗、部品狙い、強盗、忍込み恐喝、
車上狙い、住宅対象浸入盗などなどがワースト10の
上位を占めている実態の説明が、特に近年、南部
地域には年々犯罪が増加している、窃盗犯、街頭
犯罪、侵入、自動車盗などの現実に、美川、東部
の静かな地域の住民には驚きの表情でもあり、年
末に向けて侵入盗等犯罪には自分が気を引きしめ
なくてはならない自覚が芽生えてきていました、会場
を後にしていく参加者の顔でもありました。

司会者から今までに振込詐欺の様な「おれお
れ、僕太郎」の様な電話がかかってきた人ありま
すかの質問に手を挙げた方はいなかったことは一
安心。でも油断はできない、巧妙な手口があなた
を狙っていることを忘れないでね・・・・

今回の講座です。
美川支部副支部長　太田貴代子

支部コーナー ■

◆ 防　犯　研　修　会 ◆
10月20日㈭  城北・甲山支部合同　10月21日㈮  美川・東部支部合同　11月15日㈫  岩津・葵・矢作支部合同

身近な犯罪から身を守る
～ 安心で安全な生活は自分で守ろう ～

講師　警視  河口　　秀 氏
　　　防犯活動専門チーム「のぞみ」

◆ 城北・甲山支部合同健康研修会 ◆ ９月15日

去る９月15日法人会の主催による心療内科医の平
田医師の研修会に参加させていただきました。講演
タイトルは「認知症 あれこれ」。昨年度に引き続き平
田先生の講演でしたが、130余名のどの参加者の顔
にも真剣そのものの緊張感が会場内にも一杯溢れて
いました。講演の冒頭から既に幾つか私自身覚えの
ある「認知症」の症状あれこれをお聞きしている内に、
睡魔はスッカリ消え去りウンウンとうなずくばかり。

近い未来の自分自身や家族への健康不安「認
知症」、その具体的な初期症状である記憶障害・
判断力低下・失語障害等の異変に如何に的確に
気づき、早期に医療機関へ相談をして欲しいとの
指導をいただいた。

身に迫った講演がゆえに一つ一つを自分と家族に
当てはめながら集中して聞き入っている。介護する側
とされる側の将来像が家族の顔とともに浮かんでくる。

次は認知症の人との接し方の説明でした。ゆっ

たり、穏やかにそして笑顔で！　認知症患者の知
識は減少や消失はするが感情は等しく残っている
から自尊心を守って上げられるようしていただきた
いと。羞恥心への配慮、意向や希望を受け入れ
てあげられる対応の重要さのお話でした。

そうですね、多くの人は穏やかな一生を送りた
いと願っていますからね。隣人に対し敬意を持っ
て当たることを日常から実施していたいですね。

平田先生の精神科医としての姿勢に今回も大変
感銘を受けたひと時でした。平常時も同様に人と
してお互いの尊厳を
守りながら生活した
いと改めて願ってい
ます。

平田先生に心から
お礼を申し上げます。

城北支部副支部長　浅井信太郎

「認知症　あれこれ」 講師　医師　平田　　進 氏
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額田支部は、11月２日（水）に毎年恒例になっ
ている幸田支部と額田支部合同の役員視察研修
会を開催いたしました。

今回は、滋賀県蒲生郡日野町にある『日に新た
館』を視察見学してきました。様々な生産・物流
の現場を支えている最先端のマテリアルハンドリ
ング技術を、実際の物流現場をイメージした実機
デモで分かりやすく説明してもらい、今日の物流
システムには欠かすことにできない技術だというこ
とを実感させられました。

昼食をとり、午後からは近江八幡市へ移動しボ

ランティアガイドさんの案内で近江八幡市立資料館
の見学と周辺の町並みを散策しました。近江商人
の発祥の地のひとつとして知られる近江八幡。三方
よしの精神『売り手よし・買い手よし・世間よし』は
今日でも多くの商人たちがその教えを守り、大切に
引き継がれているそうです。その教えと同じく大切
にされ保存されてきた町並みは、たいへん情緒豊か
で初秋の水郷の郷を満喫することができました。

今回の19名の方にご参加いただき、無事研修
を終了することができました。参加いただきました
各支部役員の皆様方には厚くお礼申し上げます。

「ぬかたふるさとまつり」
11月13日　すばらしい秋晴れに恵まれたこの日

「ぬかたふるさとまつり」が開催され、額田支部
は法人会活動のＰＲを目的としてイベントに参加協
賛いたしました。

ぬかたふるさとまつりは、昭和51年に産業祭と
して始まり今回で35回目を数えるイベントで、旧額
田町が岡崎市と合併した平成18年以降は、岡崎
市ぬかた商工会、ＪＡあいち三河、岡崎森林組合
などの団体で構成された実行委員会を立ち上げて
毎年開催しています。

今年は、地元商店や各種組合・団体などのブー
スが66店舗出店し、法人会額田支部のブースでは
ポップコーンの販売とボールすくいを行いました。
他のブースでは自然薯（ジネンジョ）のとろろご飯
やイノシシの炊き込みご飯などの試食を用意され

たほか、イノシシ汁の試食では東日本大震災の募
金協力も呼び掛けました。

ステージでは「幸戦隊（しあわせんたい）コウ
タレンジャー」や額田中学校ブラスバンドの演奏、
キッズダンス、和太鼓や津軽三味線の演奏、よさ
こい踊りなどが披露されたほか、グレート家康公

「葵」武将隊が岡崎観光大使と共に出演し会場を
沸かせ、ステージ前に用意された観客席は200で
は足りず、時には立ち見が出るほどでした。

■ 支部コーナー

◆ 幸田支部 ･ 額田支部合同役員研修会 ◆

◆ 岩津・福岡支部合同 ◆ 11月17日

岩津支部・福岡支部合同の工場見学会を１１月１７
日（木）に開催しました。今回は、日頃地元にいて地
元の優れた企業を見落としがちであることから、国
内シェア13％、海外にも多くの顧客と高度な技術を
持つ東海光学様に見学をお願いしましたところ、快
くお受けいただき見学させて頂きました。

恵田町にある本社工場では３班に分かれて８製
造工程をそれぞれ詳しく見学させて頂きました。「顧
客第一主義、全社員の経営参加、独自性の発揮」
という経営理念のもと24時間操業、年中無休のフル
稼働で、世界で認められるオンリーワン企業を目指し
ておられ、また、工場内の水の再利用や自家発電設
備を備え、環境などにも配慮した取り組みは目を見
張るばかりでした。レンズのみならず光学部品の反
射防止の光学薄膜の製品の中には、東海光学独自

に開発された物や業界最初の脳科学を採用した遠
近両用レンズやゴルフ専用レンズ等こうした開発研究
部門と製造部門が同一工場内で展開され、独自の
製品を国内のみならず広く海外展開されていることに
は驚かされました。

眼鏡にはその人個
人の視力等に合わせ
た製品を作らねばな
らないため大変高度
な技術が必要となり、
社員の皆さんがそれぞれ「メイドインジャパン」「オン
リーワン」に誇りを持って働いておられる姿を見て大
変勉強になりました。大変細やかなご配慮と接遇を
して下さった東海光学の方 に々感謝しています。

岩津支部支部長　中根義一

東海光学株式会社　工場見学会
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20 周 年 記 念 事 業 を 終 え て

全国青年の集い『みえ大会』に参加して

青年部会コーナー ■

さる2011年10月４日（火）岡崎ニューグランドホ
テルにて、「岡崎法人会青年部会　創立20周年記
念」事業として、「記念式典」「記念講演」「懇親パー
ティー」が行われました。ご来賓・ＯＢ・会員を合
わせ、101名の方が参加いただき、大盛況で終わ
ることが出来ました。大変ありがとうございました。

１） 20年の活動の振り返り　
２） これからの活動方針　　
を皆さんで共有することができ、大変貴重な時

間となりました。
また、2011年２月より実行委員の13名が中心と

なり、８ヶ月間に10回以上のミーティングを開催し、
式典の準備・運営を行ってまいりました。実行委
員の皆様、ご協力ありがとうございました。

これを一つの通過点とし、会員全員が協力し、
青年部会の活動が継続発展してゆくよう微力なが
ら努力してゆく所存です。今後ともよろしくお願い
申し上げます。　　　  実行委員長　太田健介

例年開催される青年の集いが本年は隣県である
三重県伊勢で開催され、11月18日（金）に岡崎法人
会青年部10名（途中参加者含）で参加して参りました。
『和を尊び青年の使命を果たせよ』のスローガ

ンを掲げたこの大会では、全国11単位会の租税教
育プレゼンテーションが行われたり、㈱赤福社長
濱田典保氏の「地域に根ざした企業と経営」～危
機に当って～という題目の基調講演もあり、参加し
た部会員の中には個人的に赤福の社長と交流があ
り、会えるのを楽しみにして来たという地元開催な
らではの話もありました。会場では今後の参考に
する為にも会場内の特別展示ブースを見学し、会
場屋外の物産展ではさすが観光都市だと思わせる
オリジナリティあふれる物産を、エネルギッシュに

販売する地元青年パワーに圧倒されました。
今回の［みえ大会］のサブタイトルはＭＯＴＴＯ

（もっと）−勇気を振り絞り、今以上に！それ以上
に！−という若者の力を奮い立たせるものでした。
若干50歳の赤福の社長の講演も、エネルギッシュ
な物産展にもその意図は十分に発揮されていたと
感じます。牧部会長を始めとする参加者もきっと
その意図を十分に感じ、経済を牽引していくのは
若者のパワーであると確信したと思います。今後
それを青年部活動や会社の経営そして地元の経
済発展に活かしていけたらと思います。

最後に、事業にご協力戴きました皆様に感謝申
し上げ、ご報告とさせていただきます。

交流委員長　山﨑　勉
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■ 青年部会コーナー

去る11月16日（水）レストラン六本木におい
て税務署長講話会が川上署長様、今枝副署長様、
河合統括官様をお迎えして開催されました。

講話会は「ゴルゴ13の確定申告」と題し、川
上署長様から非常にわかりやすくユーモアを交

えて進めていただきました。
また講話会後の懇親会では今枝副署長様に乾

杯のご発声をいただき、税務署幹部の皆様と
様々な話題で大いに盛り上がりました。

石川研修委員長

岡崎税務署長講話会

会員名　近藤　大樹
法人名　中部保全株式会社
所在地　幸田町坂崎字与荒子26

会員名　内田　実穂
法人名　大同生命保険株式会社
所在地　岡崎市明大寺町

菩提円13番地２

会員名　神取　雄一
法人名　有限会社ピー・ディー・エス
所在地　岡崎市六名東町４番地22

会員名　大嶋美由紀
法人名　大同生命保険株式会社
所在地　岡崎市明大寺町

菩提円13番地２

会員名　天野　邦治
法人名　アオイ管理システム株式会社
所在地　岡崎市明大寺町

字耳取80番地１

会員名　滝田　有里
法人名　大同生命保険株式会社
所在地　岡崎市明大寺町

菩提円13番地２

会員名　中川　貴史
法人名　中太酒販有限会社
所在地　岡崎市真伝町

字続木屋敷８番地２

会員名　渡邊　浩一
法人名　渡辺設備株式会社
所在地　岡崎市中島町字藤屋19

会員名　東垂水文代
法人名　大同生命保険株式会社
所在地　岡崎市明大寺町

菩提円13番地２
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女性部会コーナー ■

「聞いてみましょう名古屋北さんのことを　
話してみましょう岡崎のことを」のキャッチフ
レーズのもと、秋とは思えない暑い日でしたが
10月７日名古屋北さんに出かけました。

まず、岡崎、名古屋北の担当者がそれぞれの
事業報告、事業計画、研修、租税教育の取り組
み方について発表しました。その後意見交換会
に入ったのですが、名古屋北さんから一番質問
を受けたのが、岡崎は会員が小学校へ出向き１
時限（45分）講師として租税教育を行っている
ことについてでした。名古屋北さんはトワイラ
イトや学童で租税教育を行ったり、税に関する
絵はがきコンクールに取り組んではいるが小学
生で租税教室を行うのは困難とのことでした。
今後は租税教室の取り組み方などの情報を交換

し合い、交流を続けていくことになりました。
ウェスティンナゴヤキャッスルで昼食をいた

だいた後、次の目的地の星ヶ丘テラスへ移動。
担当者の方から星ヶ丘テラスの名古屋東部での
位置づけ、役割などの説明を受けました。この
建物は愛知まちなみ建築賞をはじめいろんな賞
を受賞されているそうですが、道路に面した庭
園の花はとてもかわいらしく素敵でした。しかも、
お花は私たちの訪問に合わせて秋の花に植え替
えてくださったとのこと。心使いに感謝です。

今回の北法人会との交流会は、広報委員長と
して初めての担当でしたが、多くの方に参加し
ていただき感謝しています。わからないことば
かりですのでご指導をお願いします。

広報委員長　山本万利子

岡崎・名古屋北法人会女性部情報交換会

秋も深まる11月14日　岡崎法人会女性部会
は、会場を写真夢楽「シャルティエ」において
岡崎税務署より、川上署長様、今枝副署長様、
河合統括官様の出席をいたただき、テーマを「相
続税」という事で意見交換会を開催しました。
当日は河合統括官様は自分は専門では無いと言
う事で色々資料をお持ちいただき、とてもてい
ねいに説明をしていただきました。皆さん自分
の今の情況を思い熱心に聞いておられました。
その後色々な意見も出て意見交換会はとても盛
り上がりました。その後今枝副署長様のご講評
もいただき、10分間の休憩を取り懇親会へ「和
太鼓と生け花の」コラボレーション初めての催
し物で興味津々、笛の音に合せて太鼓が打たれ

「雨の曲に合せて秋の雨を表現した、草月流の
お花が活けられました。シャクヤク、ダリア、
キングプロティア等々見ごとに活けられたお花
を背景に川上署長様の乾杯の音頭で食事会が始
まり盛況の中に会を終える事が出来ました。

事業委員　竹内佐知子

岡崎税務署幹部との意見交換会
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新 会 員 の 紹 介 平成 23年 9月中旬～平成 23年 12月初旬
（順不同・敬称略）

支部名 法　人　名 代表者名 所　在　地 営業内容
葵 （宗）持法院 山川　良憲 岡崎市井田町1丁目107番地1 宗教活動

岩　津 ㈱グラフティ 杉浦　銧子 岡崎市東蔵前町字五反畑57番地 不動産賃貸業

甲　山

㈲ＡＣＳ 荻野　文仁 岡崎市欠町字上野北通9-2 空調設備業
㈲本多鉄工所 本多　圭輔 岡崎市両町2-34 製造業
㈱オダコーポレーション 織田　武一 岡崎市稲熊町字6丁目57番地 不動産賃貸業
㈱糸惣 小野　之裕 岡崎市稲熊町2-23 襖・表装材料・壁装材卸販売

幸　田 坂崎アルミ㈱ 平岩　覚雄 額田郡幸田町大字坂崎字前田1 アルミサッシの組立
城　北 ㈲山本興業 山本　進一 岡崎市本町通2-19
南　部 ㈱オーイーエス 大橋　二也 岡崎市羽根町東荒子59-1 環境設備製造販売

福　岡
戸崎建設㈱ 植松　一浩 岡崎市緑丘1丁目9番地2 建築工事、仲介、住宅リホーム
㈲マルセルサービス 植松　一浩 岡崎市緑丘1丁目9番地2 住宅リホーム

北　部

㈱創伸電機 玉置　顕久 岡崎市大門5丁目14番地5 電気工事業
㈱トモハウス 志賀　智男 岡崎市大樹寺1丁目4番地2 建築業
㈱ハスピージャパン 深谷　武史 岡崎市上里2-5-12 リラクゼーション
㈲稲電装 稲垣貴久夫 岡崎市鴨田町字向山2-6 電気工事業
㈱庭屋ナラティブ 杉浦　嘉彦 岡崎市青木町6-35 エクステリア

美　川
㈲原田電工社 原田　晴夫 岡崎市岡町字流レ3番地2 電気工事業
㈲サン・エステック 近藤　昇治 岡崎市岡町字東野々宮9番地 搬送装置設備メンテナンス

六ツ美
バニシングツール㈱ 村山　尚隆 岡崎市下青野町字喜昌島11番地1 製造業

（医）清和会　和田歯科医院 和田　　昭 岡崎市中島町字小園38番地4 歯科診療

矢　作

㈲平太郎 渡辺　　聡 岡崎市北野町字一番訳39-1 たい焼製造販売・飲食
㈲内山板金工作所 内山　英臣 岡崎市舳越町字東沖113番地1
㈱インスタイル 池田　圭介 岡崎市矢作町字北河原48番地 内装仕上工事業
㈲松山オイルサービス 松山　憲悟 岡崎市西本郷町東岩戸42番地 石油関連商品

竜　海

（医）ワシミ整形外科 鷲見　廣輔 岡崎市久後崎町キロ15-2 医療・保健衛生
椙山紡識㈱ 椙山　良三 岡崎市明大寺町字河原34番地 糸商、紡績業、不動産賃貸
㈱アイルロックアンドセキュリティー 伊藤　　覚 岡崎市竜美大入町1丁目5-8 錠前交換、修理、販売
㈱ＴＫハウス 小林　竹一 岡崎市大西１丁目2-9 不動産賃貸業

  法人会のうごき
23. 09. 30 額田支部役員会 23. 10. 18 六ツ美支部役員会
23. 10. 03 税務連絡協議会 23. 10. 26 秋の講演会
23. 10. 03 竜海支部役員会 23. 10. 26 女性部会総務委員会
23. 10. 04 青年部会20周年記念式典 23. 10. 27 青年部会事業委員会
23. 10. 04 東部支部役員会 23. 10. 28 県連・専務理事等会議
23. 10. 05 県連・厚生委員会 23. 11. 08 調査部所管法人税務研修会
23. 10. 06 第28回全国大会神奈川 23. 11. 15 ｅ−Ｔａｘ実務研修会
23. 10. 06 矢作支部役員会 23. 11. 16 第２回法人税実務研修会
23. 10. 11 支部役員全体会議 23. 11. 18 北部支部役員会
23. 10. 13 県連・事業委員会 23. 11. 18 第25回全国青年の集い（三重大会）
23. 10. 13 福岡支部役員会 23. 12. 01 美川支部役員会
23. 10. 17 第１回法人税実務研修会 23. 12. 01 県連・運営研究会

23. 12. 09 県連・税制講演会
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世界の動き　　　身近な話題

明るい家庭に　読みよい中日

中日新聞羽根専売所

㈲ 田 中 新 聞 店
岡崎市羽根町北ノ郷47　TEL 店 51－7812
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